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通期業績予想の修正および特別利益の計上に関するお知らせ 

 

当社は、2020 年７月 15 日に公表した 2021 年３月期の連結業績予想を下記のとおり修正すること

および、特別利益の計上についてお知らせいたします。 

記 

１．連結業績予想について 

2021 年３月期通期連結業績予想値（2020 年４月１日～2021 年３月 31 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主 
に帰属する 
当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 

（2020 年７月 15 日時点） 
101,000 500 550 5,000 66.29 

今回発表予想（Ｂ） 
（2021 年２月５日時点） 

96,000 △2,000 △1,200 5,000 66.27 

増  減  額（Ｂ－Ａ） △5,000 △2,500 △1,750 ―  

増  減  率（％） △5.0 ― ― ―  

（ご参考）前期実績 
（2020 年３月期） 124,561 379 456 △2,481 △32.90 

 

●連結業績予想修正の理由 

売上高につきましては、主に韓国の 2020 年度下期において、新型コロナウィルス感染の再拡大による売

上低迷が継続することで、前回発表予想を下回る見通しとなりました。国内においても、2020 年７月以降、回

復基調であったものの、12 月以降は新型コロナウィルス感染の再拡大により、回復が遅れる見通しとなりまし

た。営業利益につきましては、第３四半期連結会計期間において日本国内向け事業を展開しているデサント

ジャパン株式会社と中国事業が黒字となりましたが、通期では売上減少に伴う大幅な売上総利益の減少を、

販管費の削減でカバーするには至らず、前回発表予想を下回る見通しです。経常利益につきましては、中国

における合弁会社である Descente China Holding Limited（以下「DCH」）の業績が好調な事から持分法によ

る投資利益が想定を上回る見込みとなったものの、営業利益の減少額をカバーするには至らず、前回発表

予想を下回る見通しです。 

親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、上記の要因に加え第４四半期連結会計期間に希望

退職に関わる費用計上を見込んでいるものの、後述の「２．特別利益の計上について」に記載の通り、持分変

動利益 6,419 百万円が当初の想定を上回った事から、前回発表予想を据え置くことといたしました。 

（注）上記予想は、現時点で得られた情報に基づいて算出しております。したがって実際の業績は今後さまざ

まな要因によって異なる結果となる可能性があります。 

 

 



２．特別利益の計上について 

当社は、2020 年７月 15 日に開示しました「中国における合弁会社の再編に係る契約締結及び 
それに伴う特別利益計上に関するお知らせ」に記載のとおり、中国における合弁会社である DCH へ

現物出資すること等により DCH に対する持株比率を引き上げる再編を行いました。 
 これに伴い、計上する持分変動利益の想定を約 4,000 百万円と開示しておりましたが、2021 年３

月期第３四半期連結会計期間において、その算定根拠である DCH の事業計画が当初想定を大幅に上

回ったことから 6,419 百万円を特別利益として計上いたします。 
 

以   上  


